
県民健康調査「甲状腺検査【本格検査（検査 2回目）】」結果概要<平成 29年度追補版> 

Ⅰ 調査概要 

１．目的 

子どもたちの健康を長期に見守るために、現時点での甲状腺の状態を把握するための先行

検査に引き続き、甲状腺の状態を継続して確認するための本格検査（検査 2回目）を実施し

た。 

２．対象者 

先行検査における対象者（平成 4年 4月 2日から平成 23年 4月 1日までに生まれた福島県

民）に加え、本格検査では平成 23年 4月 2日から平成 24年 4月 1日までに生まれた福島県

民にまで拡大した。 

３．実施期間 

 平成 26年 4月 2日から検査を開始し、平成 26年度及び平成 27年度の 2か年で一次検査を

実施した。一次検査及び二次検査について、平成 30年 3月 31日で集計した。 

４．実施機関 

  福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、対象者の利便性も考慮し、福島県内外の医

療機関等と連携して検査を実施している。（平成 30年 3月 31日現在の協定締結数） 

（１）一次検査

(ⅰ) 県内検査実施機関 69か所 

(ⅱ) 県外検査実施機関 111か所 

（２）二次検査 

(ⅰ) 県内検査実施機関 5か所（福島県立医科大学を含む） 

  (ⅱ) 県外検査実施機関 36か所 

５．検査方法 

（１）一次検査

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施。

なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定している。

  (ⅰ) A判定：A1、A2判定の場合は次回（平成 28年度以降）の一次検査を行う。 

（A1）結節やのう胞を認めなかった場合。 

  （A2）5.0㎜以下の結節や 20.0㎜以下ののう胞を認めた場合。 

  (ⅱ) B判定：B判定の場合は二次検査を実施している。 

5.1㎜以上の結節や 20.1㎜以上ののう胞を認めた場合。 

なお、A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると

判断した方については、B判定としている。 

  (ⅲ) C判定：C判定の場合は二次検査を実施している。 

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合。
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（２）二次検査

一次検査の結果、B判定または C判定となった場合は、二次検査の対象となる。二次検

査では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診を

実施する。早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施する。 

なお、二次検査の結果、診療（予定）となる方がいる。 

（３）検査の流れ

図 1.検査の流れ

６．実施対象年度別市町村 

平成 26年度及び平成 27年度の各実施対象市町村は次のとおり。 

図 2．実施対象年度別市町村 

７．追補版の定義 

  一次検査については、平成 26年 4月 2日から平成 29 年 6 月 30日までに、検査を受診し

た分、二次検査については、平成 29年 6月 30日までに結果が判明した分について、本格検

査（検査 2回目）の確定版として集計した。  

今回、確定版以降、平成 30年 3月 31 日までに受診及び結果が判明した分について、追補

版として整理した。 

平成 26年度一次検査実施市町村（25市町村） 

平成 27年度一次検査実施市町村（34市町村） 

…甲状腺検査の範囲 
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Ⅱ 調査結果概要（平成 30年 3月 31日現在） 

１．一次検査結果 

（１）一次検査実施状況

平成 26 年 4月 2 日から検査を開始し、平成 26年度の 25 市町村に加え、平成 27 年度は

34市町村の計 59市町村 381,244人を対象として、270,540人（71.0%）の検査を実施した。

※1,2

そのうち、270,529 人（100.0%）の受診者について検査結果が確定し、結果通知を発送

している。※3

検査結果は A 判定（表 1 の A1 及び A2 判定）の方が 268,302 人（99.2%）、B 判定の方が

2,227人（0.8%）、C判定の方は 0人であった。 

 

※1 市町村別受診状況は、別表 1のとおり。

※2 本県以外の都道府県別受診状況は、別表 2のとおり。

※3 市町村別結果状況は、別表 3のとおり。

● 小数点第一位で表示されている割合のものは、小数点第二位で四捨五入している。

● 対象者については、重複の精査を行ったため、既出の報告者数と異なっている。

● 本格検査（検査２回目）未受診の 25歳時の節目の検査対象者が受診した場合、本格検査（検

査２回目）に計上されるため、受診者数が増加した。 

表 1．一次検査進捗状況 平成 30年 3月 31 日現在 

表 2．結節・のう胞の人数・割合 平成 30年 3月 31 日現在 
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（２）年齢階級別受診率

平成 26年度実施対象市町村の平成 26年 4月 1日時点の年齢階級別の受診率は、18歳以上

の年齢階級で 27.9％と、他の年齢階級に比べ低くなっている。 

平成 27年度実施対象市町村の平成 27年 4月 1日時点の年齢階級別の受診率は、18歳以上 

の年齢階級で 23.5％と、他の年齢階級に比べ低くなっている。 

 平成 26 年度及び 27 年度実施対象市町村の合計でも、18 歳以上の年齢階級別の受診率は

25.7％で、他の年齢階級に比べ低くなっている。 

 

● 平成 26年度実施対象市町村の年齢階級は、平成 26年 4月 1日時点の年齢。

● 平成 27年度実施対象市町村の年齢階級は、平成 27年 4月 1日時点の年齢。

（３）先行検査結果との比較

先行検査で A 判定（A1 及び A2 判定）と判断された 245,331 人のうち、本格検査で A 判

定（A1及び A2判定）は 243,998人（99.5%）、B判定は 1,333人（0.5％）であった。 

また、先行検査で B 判定と判断された 1,369 人のうち、本格検査で A 判定（A1 及び A2

判定）は 638人（46.6%）、B判定は 731人（53.4％）であった。 

 

注 1 上段は本格検査結果確定者の先行検査結果（人） 

先行検査結果総数（300,473人）の内訳ではない。 

注 2 上段は先行検査結果に対する本格検査結果内訳（人）、下段は割合（％） 

表 3．実施対象市町村における年齢階級受診率 平成 30年 3月 31 日現在 

表 4．先行検査結果との比較 平成 30年 3月 31 日現在 
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２．二次検査結果 

（１）二次検査実施状況

平成 26年 6月からは二次検査を実施しており、対象者 2,227人のうち 1,874人（84.1%）

が受診し、そのうち 1,826人（97.4%）が二次検査を終了している。※4

その 1,826 人のうち、428 人（表 5 の次回検査 A1 相当と A2 相当）（23.4%）は詳細な検

査の結果、一次検査基準で A1、A2の範囲内であることが確認された方（甲状腺に疾病のあ

る方を含む）として次回検査となり、1,398人（表 5の次回検査 A1・A2相当以外）（76.6%）

は、概ね 6か月後または 1年後に診療（予定）となる方および A2の基準値を超えるが次回

検査となる方であった。 

※4 市町村別実施状況は別表 5のとおり。

（２）細胞診等結果

穿刺吸引細胞診を行った方のうち、71人が「悪性ないし悪性疑い」の判定となった。

71人の性別は男性 32人、女性 39人であった。また、二次検査時点での年齢は 9歳から

23歳（平均年齢は 16.9±3.2歳）、腫瘍の大きさは 5.3mmから 35.6mm（平均腫瘍径は 11.1

±5.6mm）であった。 

なお、71 人の先行検査の結果は、A 判定が 65人（A1が 33 人、A2が 32 人）、B 判定が 5

人であり、先行検査未受診の方が 1人であった。 

表 6.細胞診結果（平均年齢と平均腫瘍径の（ ）内は範囲を示す） 

ア 平成 26年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 52人※5

・男性：女性   21人：31人 

・平均年齢   17.3±3.2歳（10-23歳）、震災当時 13.2±3.1歳（6-18歳） 

・平均腫瘍径   9.4±3.1㎜（5.3-17.4㎜） 

イ 平成 27年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 19人※5

・男性：女性 11人：8人 

・平均年齢 16.1±3.4歳（9-21歳）、震災当時 11.2±3.1歳（5-16歳） 

・平均腫瘍径 15.8±8.0mm（5.7-35.6mm） 

ウ 合計

・悪性ないし悪性疑い 71人※5

・男性：女性 32人：39人 

表 5．二次検査進捗状況 平成 30年 3月 31 日現在 
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・平均年齢 16.9±3.2歳（9-23歳）、震災当時 12.6±3.2歳（5-18歳） 

・平均腫瘍径 11.1±5.6mm（5.3-35.6mm） 

※5手術症例については別表 6のとおり。

（３）細胞診等で悪性ないし悪性疑いであった 71人の年齢、性分布

図 3.平成 23 年 3 月 11日時点の年齢による分布 

図 4.二次検査時点の年齢による分布 

－1 は、平成 23 年 4 月 2 日から平成 24 年 4 月 1 日までに生まれた福島県民 
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（４）細胞診等による悪性ないし悪性疑い 71人の基本調査結果

71人のうち基本調査問診票を提出した方は 36人（50.7%）で、結果が通知された方は 36

人であった。このうち最大実効線量は 2.1mSvであった。 

今後も、引き続き問診票の意義や重要性を説明し提出していただくよう働きかけてい

く。 

 

● 推計値は外部被ばく実効線量を推計したもの。

図 5.基本調査提出者の実効線量推計内訳 

（５）血液検査及び尿中ヨウ素（平成 30年 3月 31日現在）

 

 

表 7．基本調査提出者の実効線量推計内訳（人） 平成 30 年 3月 31日現在 

表 8．血液データ 平均±ＳＤ（異常値の割合） 

表 9．尿中ヨウ素データ (μｇ/day) 
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注 3 FT4（遊離サイロキシン）･･･ヨードの数が 4 つの甲状腺ホルモン。甲状腺中毒症では

高値（代表的疾患：バセドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋本病）に

なることが多い。 

注 4 FT3（遊離トリヨードサイロニン）･･･ヨードの数が 3 つの甲状腺ホルモン。甲状腺中

毒症では高値（代表的疾患：バセドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋

本病）になることが多い。 

注 5 TSH（甲状腺刺激ホルモン）･･･脳の下垂体から出ているホルモンで甲状腺へ甲状腺ホ 

ルモンを出すよう命令する。

橋本病では高値、バセドウ病では低値になることが多い。

注 6 Tg(サイログロブリン)･･･甲状腺ホルモンになる直前の物質。甲状腺内に多量に存在す 

る。 

甲状腺が破壊されたり、腫瘍が Tgを産生していたりする場合に高値になることが多い。 

平成 27年 3月 30日採血分から基準値が 33.7ng/mLに変更になっている。 

注 7 TgAb（抗サイログロブリン抗体）･･･サイログロブリンに対する自己抗体。橋本病やバ

セドウ病で高値になることが多い。

注 8 TPOAb（抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体）･･･ペルオキシダーゼという酵素に対しての

自己抗体。橋本病やバセドウ病で高値。 

注 9 基準値は年齢ごとに異なる。 
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（６）市町村別二次検査結果（平成 30年 3月 31日現在）

二次検査における悪性ないし悪性疑いの割合は、平成 26年度実施対象市町村（国が指定

した避難区域等の 13市町村及び県北地方など 12市町村）が 0.03%、平成 27年度実施対象

市町村（いわき市、県南地方、会津地方などの 34市町村）で 0.02%となっている。 

表 10．実施対象年度別市町村結果 
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● 早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。 
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＜表 11 の地域別比較による結果と考察について＞ 

・一次検査受診者の震災時平均年齢は、「避難区域等 13市町村」、「浜通り」、「中通り」、「会

津地方」の順に高かった。

・一次検査受診者の検査受診時平均年齢は、「浜通り」、「会津地方」、「中通り」、「避難区域

等 13 市町村」、の順に高かった。

・一次検査受診者の性別の女性の割合は、「避難区域等 13市町村」、「浜通り」、「会津地方」、

「中通り」の順に高かった。

年齢、性別、先行検査から本格検査（検査 2回目）までの間隔、年齢階級別一次検査受診

率、二次検査受診率などを考慮せず、一次検査受診者 270,540人を地域別に分析した結果の

比較においては、 

・Ｂ及びＣ判定率は、「避難区域等 13市町村」、「浜通り」、「会津地方」、「中通り」の順に高

かった。

・悪性ないし悪性疑い者率は、「避難区域等 13市町村」、「中通り」、「浜通り」、「会津地方」 

の順に高かった。

表11．本格検査（検査２回目）地域別にみたB・C判定者、および悪性ないし悪性疑い者の割合

避難区域等
13市町村

注12
中通り 注13 浜通り 注14 会津地方 注15 合計

対象者数 49,454 207,158 72,867 51,765 381,244

一次検査受診者数　ア 注10 34,563 152,703 51,062 32,212 270,540

震災時平均年齢（標準偏差）　全体 8.1 (4.9) 7.7 (4.9) 7.9 (4.8) 7.4 (4.4) -

震災時平均年齢（標準偏差）　女性 8.2 (4.9) 7.9 (4.9) 8.0 (4.8) 7.6 (4.5) -

震災時平均年齢（標準偏差）　男性 7.9 (4.8) 7.6 (4.8) 7.7 (4.7) 7.3 (4.4) -

検査時平均年齢（標準偏差）　全体 11.5 (5.0) 11.6 (4.9) 12.4 (4.8) 12.2 (4.5) -

検査時平均年齢（標準偏差）　女性 11.6 (5.1) 11.7 (5.0) 12.5 (4.9) 12.3 (4.6) -

検査時平均年齢（標準偏差）　男性 11.3 (4.9) 11.5 (4.9) 12.2 (4.8) 12.0 (4.4) -

女性（割合） ％ 50.1 49.3 49.9 49.7 49.6

B・C判定数　イ 344 1,201 423 259 2,227

B・C判定率（B・C判定数/一次検査受診者数） イ/ア ％ 1.00 0.79 0.83 0.80 0.82

二次検査結果確定数　ウ　 296 977 358 195 1,826

二次検査受診率（二次検査結果確定数/B・C判定数）ウ/イ ％ 86.0 81.3 84.6 75.3 82.0

細胞診実施数　エ 注11 38 128 32 10 208

細胞診実施率（細胞診実施数/二次検査結果確定数）エ/ウ ％ 12.8 13.1 8.9 5.1 11.4

細胞診実施率（細胞診実施数/一次検査受診者数）エ/ア ％ 0.11 0.08 0.06 0.03 0.08

悪性ないし悪性疑い者数　オ 17 39 10 5 71

悪性ないし悪性疑い者数/細胞診実施数　オ/エ ％ 44.7 30.5 31.3 50.0 34.1

悪性ないし悪性疑い者率：10万対人　オ/ア 49.2 25.5 19.6 15.5 26.2

（％） (0.049) (0.026) (0.020) (0.016) (0.026)

平成30年3月31日集計

注 10 重複を除く。／注 11 ウのうち、穿刺吸引細胞診を実施した人数（次回検査（A1、A2）と診断された方を含む）。／注 12 田

村市、南相馬市、伊達市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村 ／注 13 福島

市、郡山市、白河市、須賀川市、二本松市、本宮市、桑折町、国見町、大玉村、鏡石町、天栄村、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹

町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町 

注 14 いわき市、相馬市、新地町 ／注 15 会津若松市、喜多方市、下郷町、檜枝岐村、只見町、南会津町、北塩原村、西会津町、

磐梯町、猪苗代町、会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町 
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３．こころのケア・サポート 

（１）一次検査におけるサポートについて

※本格検査（検査 3回目）資料に集約して記載。

（２）二次検査におけるサポートについて

※本格検査（検査 3回目）資料に集約して記載。
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別表 1 

市町村別一次検査実施状況 

 

 

※1 受診者のうち県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から県外へ出向いて

実施した検査を受診した人数(平成 30年 2 月 28日現在)。 

※2 上段には受診者数を、下段には受診者数イの階級別割合を記載。 

※3 受診者のうち県外住所の方の人数。 

● 小数点第一位で表示されている割合のものは、小数点第二位で四捨五入している。 

● 年齢階級は本格検査の検査受診時点の年齢。 

平成 30 年 3 月 31 日現在 
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平成 30 年 3 月 31 日現在 
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別表 2 

都道府県別県外検査実施状況 

 

 

● 受診者数は県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から県外へ出向いて実施

した検査を受診した人数。 

● 福島県立医科大学から県外へ出向いて検査を行ったのは、新潟県（1 回）・神奈川県（2回）、山形県

（1回）、埼玉県（１回）、千葉県（１回）。 

 

  

平成 30 年 2 月 28 日現在 
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別表 3 

市町村別一次検査結果 

 

 

● 小数点第一位で表示されている割合のものは、小数点第二位で四捨五入している。 

  

平成 30 年 3 月 31 日現在 
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平成 30 年 3 月 31 日現在 
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別表 4 

1 検査結果確定者の年齢及び性別 

 

 

 

● 小数点第一位で表示されている割合のものは、小数点第二位で四捨五入している。 

● 年齢階級は本格検査の検査受診時点の年齢。 

 

  

平成 30 年 3 月 31 日現在 

（単位 人） 
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2 結節の有無及び大きさ 

 

 

  

（単位 人） 

平成 30 年 3 月 31 日現在 
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3 のう胞の有無及び大きさ 

 

  

平成 30 年 3 月 31 日現在 

（単位 人） 
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別表 5 

市町村別二次検査実施状況 

 

 

※1 ｸには血液検査、尿検査及び細胞診実施者のうち、検査結果を通知していない対象者は含まない。 

※2  ｹ及びｺは平成 28年 4 月以降の本格検査において検査を実施する受診対象者。 

※3  ｻは概ね 6か月後または 1年後に診療（予定）となる方及び A2の基準値を超えるが次回検査となる 

方。 

● 小数点第一位で表示されている割合のものは、小数点第二位で四捨五入している。 

● 年齢階級は本格検査の検査受診時点の年齢。  

平成 30 年 3 月 31 日現在 
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別表 6 

悪性ないし悪性疑い者の手術症例 

 

 
１ 平成 26 年度実施対象市町村 

 ・悪性ないし悪性疑い 52 人（手術実施 39人：乳頭癌 38 人、その他の甲状腺癌 1人） 

２ 平成 27 年度実施対象市町村 

 ・悪性ないし悪性疑い 19 人（手術実施 13人：乳頭癌 13 人） 

３ １～２の合計 

 ・悪性ないし悪性疑い 71 人（手術実施 52人：乳頭癌 51 人、その他の甲状腺癌 1人） 

, 

） 
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